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本
書
を
通
じ
て
、
特
に
注
国
さ
れ
る
の
は
、
対
馬

が
最
初
か
ら
、
北
九
州
と
同
一
文
化
圏
に
属
し
て
い

る
こ
と
で
、
こ
れ
は
昏
時
代
を
通
じ
て
変
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
南
鮮
の
考
古
学
的
知
見
の
乏

し
い
事
実
か
ら
し
て
、
な
お
速
断
を
ゆ
る
さ
な
い
問

題
で
は
な
か
ろ
ぢ
か
。
次
に
、
特
に
青
鋼
利
器
に
つ

い
て
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
外
来
文
化

が
一
旦
北
九
州
へ
伝
え
ら
れ
、
臼
本
化
し
た
後
こ
の

農
に
逆
輸
入
さ
れ
て
い
る
事
実
が
確
か
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
文
化
の
伝
播
の
一
つ
の
法
則
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
一
中
心
か
ら
他
の
二
心
に
伝
わ
り
、
そ
の
後

中
心
か
ら
文
化
圏
の
末
端
に
伝
え
ら
れ
て
行
く
の
で

あ
る
。
か
く
し
て
対
馬
の
単
な
る
ス
テ
ヅ
ピ
y
グ
・

ス
ト
ン
的
性
格
は
よ
く
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
・
り
。

　
以
上
述
べ
た
所
で
明
ら
か
な
如
く
、
本
意
は
新
し

い
地
域
調
査
の
試
み
と
し
て
注
員
す
べ
き
も
の
を
持

っ
て
農
る
。
叉
、
考
古
学
と
交
献
史
学
と
を
綜
合
せ

ん
と
す
る
指
向
も
、
従
来
の
考
古
学
の
狭
さ
を
打
破

す
る
意
廉
で
重
要
で
あ
ろ
弓
。

　
た
だ
、
調
蒼
団
が
・
王
と
し
て
考
古
学
考
に
の
み
眼

ら
れ
た
こ
と
は
、
前
述
せ
る
こ
の
島
の
無
調
性
か
ら

嘗
っ
て
、
又
、
綜
合
的
考
察
の
必
要
か
ら
考
え
て
、

遺
憾
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
．
、
関
係
諸
科
学
の
鱒
同
こ
そ

興ア
sxr

は
、
よ
り
広
い
見
地
か
ら
す
る
考
察
を
可
能
と
す
る

か
ら
で
あ
る
．
．
そ
の
意
昧
で
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
九

学
界
協
同
の
調
査
の
成
果
を
期
待
す
る
。
　
（
昭
和
二

八
年
・
一
月
、
東
亜
考
古
単
会
刊
、
B
5
版
、
本
文
二
・

四
〇
頁
、
　
英
丈
概
要
三
八
頁
、
　
図
版
七
一
、
　
完
同

一
、
八
O
O
円
）
。

　
以
上
五
冊
の
報
告
書
を
取
扱
っ
た
が
、
書
評
と
し

て
は
例
外
的
に
長
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
、
割
愛
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
報
告
書
も
あ
り
、
叉
、
最
近
刊
行

さ
れ
た
と
知
り
な
が
ら
、
入
手
が
取
れ
た
た
め
、
こ

こ
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
の
を
御

了
承
願
い
た
い
。
こ
こ
で
は
、
考
古
掌
の
年
代
決
定

法
に
劃
期
的
な
意
義
を
特
つ
放
射
性
炭
素
に
よ
る
測

定
値
が
、
鰭
山
［
貝
塚
の
資
料
に
よ
っ
て
、
日
本
で
は

初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
の
み
を
附
言
し
て
置

く
。
（
日
本
・
考
古
瀞
ず
研
究
所
刊
、
ジ
エ
ラ
ー
ド
グ

・
ー
ト
、
篠
遠
喜
彦
薯
、
「
姥
山
貝
塚
」
参
照
）

i
小
林
行
雄
、
樋
口
隆
康
、
坪
井
清
足
、
遣
出
浩

一
、
藤
沢
長
治
一

「
…
＼
、
、
く

執
筆
者
紹
介

有
光
教

梅
漢
　
　
昇

西
村
睦
男

北
村
敬
豊

平姜

在
　
彦

田
蕪
三

京
都
大
学
助
教
授

京
都
大
学
人
丈
科
学
研
究

所
助
手

京
都
大
学
助
教
授

大
阪
市
立
大
学
助
教
授

大
阪
市
立
大
学
研
究
生

広
島
大
学
助
手

赤
松
俊
秀
　
　
京
都
大
学
助
教
授

時
野
谷
勝
　
　
広
島
大
学
教
授

高
尾
　
一
彦

前
川
貞
次
郎

神
戸
大
単
講
師

京
都
大
単
層
教
授

石
川
栄
吉
　
京
都
大
学
助
手

小
林
行
雄
　
　
大
阪
大
単
講
師

樋
口
隆
康
　
京
都
大
単
講
師

坪
井
清
足
　
京
都
大
学
院
学
生

鞍
置
浩
　
一

京
都
大
学
助
年

藤
沢
長
治
　
　
京
都
大
学
院
特
別
研
究
生

一
〇
三

、
’
、
、
ハ
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こ
の
慶
改
選
の
結
果
昭
和
二
八
、
九
年
度
史
学
研
究
会
委

員
は
次
の
通
り
定
り
ま
し
た
の
で
御
通
知
い
た
し
ま
す

　
理
竃
長
　
原
随
園
　
善
柔
　
赤
松
俊
秀
（
編
集
）
　
佐
伯
富
（
庶
務
）

藤
岡
謙
二
郎
（
会
計
）
　
織
田
武
雄
　
前
川
貞
次
郎
　
監
守
　
小
葉
田
淳

承
野
清
一
　
評
議
員
　
赤
松
俊
秀
　
井
上
智
勇
　
梅
原
末
治
　
織
田
武
雄

小
巽
田
上
　
貝
塚
茂
樹
　
小
林
行
雄
　
佐
伯
畜
　
柴
田
実
　
田
村
実
造
　
那

波
利
貞
　
奈
畏
本
辰
也
　
林
屋
辰
三
郎
　
周
章
園
　
藤
岡
謙
二
郎
　
前
川
貞

次
郎
　
水
野
清
一
　
宮
崎
市
定
村
田
数
之
亮
編
集
委
貫
池
田
誠
（
東

洋
史
）
　
石
川
栄
吉
ハ
地
理
）
　
越
智
武
臣
（
西
洋
輿
）
　
門
脇
頼
二
（
国

史
）
　
藤
沢
長
治
（
考
古
学
）
　
庶
務
委
員
　
河
地
重
造
　
林
巳
奈
夫
　
三
　
…

吉
希
会
計
委
員
瀬
原
義
生
末
尾
至
答
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

用
、
●
》
、
、
、
㌦
≧
駆
6
竜
｝
ロ
丸
、
，
爵
～
㍉
㌔
㍉
｝
唾
㌔
と
蔑
亀
辱
《
夢
，
％
ち
、
ヒ
≧
、
㍉
も
㍉
、
暴
、
．
炉
ド
y

史
学
研
究
会
例
会
通
知

北
魏
王
朝
の
成
立
と
そ
の
性
格
に
つ
い
て
…
…
…
…
河
地
　
重
造

マ
ラ
イ
シ
ア
共
演
圏
に
お
け
る
民
族
移
動
と

そ
の
交
通
地
理
学
的
考
察
…
…
…
…
…
・
：
…
…
：
・
…
別
種

葺
導
二
土
）
陳
列
纂
二
教
籍
禽
て

篤
彦

編
　
集
　
後
　
記

　
回
し
い
編
集
委
員
会
の
登
足
に
当
り
、
薪
委
員
の
決
意
は
雑
誌
に
何
か
貫
宣
す

る
企
特
性
を
も
た
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
．
、
入
ポ
ニ
段
組
の
設
定
は
か
玉

る
企
図
へ
の
即
応
で
あ
り
、
併
せ
て
親
し
い
活
動
領
域
へ
の
翼
庶
で
も
あ
っ
た
．
．

．
そ
し
て
い
ま
約
一
年
に
亘
る
史
掌
科
共
同
研
究
の
成
果
を
と
も
か
く
も
先
ず
こ
の

欄
に
飾
り
、
読
者
諸
兄
姉
の
手
註
に
送
り
得
る
こ
と
に
私
も
委
員
の
一
人
と
し
て

鵜
か
な
喜
び
を
感
ず
る
．
．
と
同
時
に
史
学
研
究
会
大
会
あ
る
い
博
．
P
例
会
の
報
青
が

雑
誌
と
直
結
し
た
こ
と
も
続
く
号
へ
と
一
つ
の
示
唆
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
寄

稿
諸
氏
へ
の
月
並
な
“
無
辞
は
止
め
よ
5
。
わ
れ
わ
れ
が
必
要
と
す
る
の
は
総
ゆ
る

角
度
か
ら
の
批
判
と
鞭

錘
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ

る
っ
筒
二
言
附
言
し
た

い
。
企
蜘
性
は
連
帯
性

を
伴
5
と
い
う
こ
と
を
。

そ
し
て
共
同
研
究
に
お

け
る
西
洋
史
の
欠
除
に

わ
れ
わ
れ
は
重
大
な
責

務
を
感
じ
て
い
る
と
い

5
こ
と
を
．
、
（
越
智
）

一三

ｵ
難
璽
甜
翻
　
憲
百
円

　
史
　
　
林
（
第
三
五
巻
、
四
号
）

　
　
　
京
都
霧
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
郡
大
学
文
学
部
内

発
行
所
　
史
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
睨
強
替
火
阪
一
四
五
五
六
番

　
　
　
京
都
市
丁
京
区
七
条
唖
聾
ノ
内
東
町
三
九

印
欄
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三
図
印
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株
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会
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一
〇
七

（　tl　18　）



へ
【

西
（

‘
㌧
ノ
’

：

　　．

　　rl’　．
　　　　　　　1．一　THE　SHIRIN

　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　　　　　　　　　　　　　　　　or　the　，

　　　　　　　JOURNAL　OF　’HISTQRY

Vol．　XXXV，　NO．　4・ OCT．　1953

　　　　　　　　　　　　　　　　　CONTENTS

Alticle：

Neolithic　Querns　frolll　Korea…………・…・・……K．　Artr〃itsu（1）

　Coopemte　Study：
Sil）o－」：し1）二mese、V：しr　Iしs　sとen　from　the　j忌し1）こmese

　　　　　　vieWpr｝h〕t・・・・・……・……・…・・・・・…………ハここ1〃etani（24）

The　Industri：tl　Revolutiol】‘md　the　SiD．o－」．al．）：unelse

　　　　　　、Vこしr・・。。・・…　一9・一・一・・・…　一98。・・・・・…　鱒・・・…　ノ〃：ノ〉’islii〃ttra　（35）

sino－J叩anese　w二もrこしs　seen　from　the　cl｝｛nese

　　　　　　Vi・WP・i・t………・一一一…・…・一……πη・〃脚（44）

Sillo。JaP乙しnese　W二匙r　as　seen　frolll　the　Kore乙しn　　　　　　　　　．

　　　　　　VieWPoinい・……・……………・・…・………Z．　E・A’a〃b”（51）

　Short　Notices：

Recent　Stud｛es　in　t！1e　Revolution　of　1848（France）

　　　　　　・・・・・・・・・・・…　。・・・・・・・…　一・・。・…　。・・・・・・・・・・・・…　。・・・…　五ニノ％’・ala　（64）

　　　　　　　　　ロThe　Necrology　6f　the／ishu　in　the　S！）ojokoji

　　　　　　Temple，1　ujiscLWa…………・…・・………T．14　ka〃〃∫忽（81）

Book　Reviews＆News

・　Publislied

　　　　　THE　SHIGAKU　KENKYUKAI
　　（7：7ie　Sociely　Oノ●ノ）III：∫んタ’icaノノ？esearcli）

　　　　　　　Kyoto　Universi．ty，　Kyoto，　Japan


